
平成22年3月10日

中国電力株式会社

ISOE（職業被ばく情報システム）賞の表彰について  
（Information System on Occupational Exposure)

  当社は，本日，島根原子力発電所1号機における放射線被ばく線量低減活動について，ISOE委員会 ※1からISOE賞の表彰を受けまし

た。

  島根原子力発電所では，被ばく線量低減活動に組織的に取り組んでおり，対策のひとつとして，平成19年12月から実施した島根原子

力発電所1号機 第27回定期検査において，配管表面の線量当量低減を目的とした新技術「Hi-Fコート※2」を，原子炉再循環系配管に

採用しました。

  それらの対策により，平成21年5月から実施した第28回定期検査では，配管表面の線量当量率が前回定期検査時に比べ約50％程度

下がり，作業員の被ばく低減および定期検査期間の短縮において大きな成果を得ました。 

  こうした取り組みが，昨年9月に開催されたISOEによるアジア地域のシンポジウムにおいて，ISOE委員会から高い評価を受け，最優秀

賞に選ばれていたものです。

  当社は，今後とも作業員の放射線被ばく線量低減への取り組みを継続するとともに，発電所の安全・安定運転に一層努めてまいりま

す。

以上

 

※1ISOE（職場被ばく情報システム）委員会

  OECD/NEA（経済協力開発機構/原子力機関）とIAEA（国際原子力機関）が共同事務局となって活動している国際機関であり，原子

力発電所における放射線業務従事者の被ばく低減に有益な情報を各国間で交換する場として，1992年1月に発足しました。原子力

発電所を所有する世界29カ国の事業者と25カ国の規制当局が参加し，アジア技術センター，欧州技術センター，そしてIAEA技術セン

ターで参加国をカバーするシステムを構築しています。

※2Hi-F(ハイ-エフ)コート（Hitachi Ferrite Coatingの略）

  化学除染後に配管等の母材に予め酸化皮膜をコーティングする日立GEニュークリア・エナジー株式会社の技術で，運転中に配管

内表面へ取り込まれる放射線物質（コバルト等）を抑制できる。

  関連リンク
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